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    第一章


    
      1ペルシャ王おうクロスの元年がんねんに、主しゅはさきにエレミヤの口くちによって伝つたえられた主しゅの言葉ことばを成就じょうじゅするため、ペルシャ王おうクロスの心こころを感動かんどうされたので、王おうは全国ぜんこくに布告ふこくを発はっし、また詔書しょうしょをもって告つげて言いった、
    


    
      2「ペルシャ王おうクロスはこのように言いう、天てんの神かみ、主しゅは地上ちじょうの国々くにぐにをことごとくわたしに下くださって、主しゅの宮みやをユダにあるエルサレムに建たてることをわたしに命めいじられた。 3あなたがたのうち、その民たみである者ものは皆みなその神かみの助たすけを得えて、ユダにあるエルサレムに上のぼって行いき、イスラエルの神かみ、主しゅの宮みやを復興ふっこうせよ。彼かれはエルサレムにいます神かみである。 4すべて生いき残のこって、どこに宿やどっている者ものでも、その所ところの人々ひとびとは金きん、銀ぎん、貨か財ざい、家畜かちくをもって助たすけ、そのほかにまたエルサレムにある神かみの宮みやのために真心まごころよりの供そなえ物ものをささげよ」。
    


    
      5そこでユダとベニヤミンの氏族しぞくの長ちょう、祭司さいしおよびレビびとなど、すべて神かみにその心こころを感動かんどうされた者ものは、エルサレムにある主しゅの宮みやを復興ふっこうするために上のぼって行いこうと立たち上あがった。 6その周囲しゅういの人々ひとびとは皆みな、銀ぎんの器うつわ、金きん、貨か財ざい、家畜かちくおよび宝物たからものを与あたえて彼かれらを力ちからづけ、そのほかにまた、もろもろの物ものを惜おしげなくささげた。 7クロス王おうはまたネブカデネザルが、さきにエルサレムから携たずさえ出だして自分じぶんの神かみの宮みやに納おさめた主しゅの宮みやの器うつわを取とり出だした。 8すなわちペルシャ王おうクロスは倉くらづかさミテレダテの手てによってこれを取とり出だして、ユダのつかさセシバザルに数かぞえ渡わたした。 9その数かずは次つぎのとおりである。金きんのたらい一千、銀ぎんのたらい一千、香炉こうろ二十九、 10金きんの鉢はち三十、銀ぎんの鉢はち二千四百十、その他たの器うつわ一千、 11金銀きんぎんの器うつわは合あわせて五千四百六十九あったが、セシバザルは捕囚ほしゅうを連つれてバビロンからエルサレムに上のぼった時とき、これらのものをことごとく携たずさえて上のぼった。
    

  


  


  
    第二章


    
      1バビロンの王おうネブカデネザルに捕とらえられて、バビロンに移うつされた者もののうち、捕囚ほしゅうをゆるされてエルサレムおよびユダに上のぼって、おのおの自分じぶんの町まちに帰かえったこの州しゅうの人々ひとびとは次つぎのとおりである。 2彼かれらはゼルバベル、エシュア、ネヘミヤ、セラヤ、レエラヤ、モルデカイ、ビルシャン、ミスパル、ビグワイ、レホム、バアナと共ともに帰かえってきた。
    


    
      そのイスラエルの民たみの人数にんずうは次つぎのとおりである。 3パロシの子孫しそんは二千百七十二人にん、 4シパテヤの子孫しそんは三百七十二人にん、 5アラの子孫しそんは七百七十五人にん、 6パハテ・モアブの子孫しそんすなわちエシュアとヨアブの子孫しそんは二千八百十二人にん、 7エラムの子孫しそんは一千二百五十四人にん、 8ザットの子孫しそんは九百四十五人にん、 9ザッカイの子孫しそんは七百六十人にん、 10バニの子孫しそんは六百四十二人にん、 11ベバイの子孫しそんは六百二十三人にん、 12アズガデの子孫しそんは一千二百二十二人にん、 13アドニカムの子孫しそんは六百六十六人にん、 14ビグワイの子孫しそんは二千五十六人にん、 15アデンの子孫しそんは四百五十四人にん、 16アテルの子孫しそんすなわちヒゼキヤの子孫しそんは九十八人にん、 17ベザイの子孫しそんは三百二十三人にん、 18ヨラの子孫しそんは百十二人にん、 19ハシュムの子孫しそんは二百二十三人にん、 20ギバルの子孫しそんは九十五人にん、 21ベツレヘムの子孫しそんは百二十三人にん、 22ネトパの人々ひとびとは五十六人にん、 23アナトテの人々ひとびとは百二十八人にん、 24アズマウテの子孫しそんは四十二人にん、 25キリアテ・ヤリム、ケピラおよびベエロテの子孫しそんは七百四十三人にん、 26ラマおよびゲバの子孫しそんは六百二十一人にん、 27ミクマシの人々ひとびとは百二十二人にん、 28ベテルおよびアイの人々ひとびとは二百二十三人にん、 29ネボの子孫しそんは五十二人にん、 30マグビシの子孫しそんは百五十六人にん、 31他たのエラムの子孫しそんは一千二百五十四人にん、 32ハリムの子孫しそんは三百二十人にん、 33ロド、ハデデおよびオノの子孫しそんは七百二十五人にん、 34エリコの子孫しそんは三百四十五人にん、 35セナアの子孫しそんは三千六百三十人にん。
    


    
      36祭司さいしは、エシュアの家いえのエダヤの子孫しそん九百七十三人にん、 37インメルの子孫しそん一千五十二人にん、 38パシュルの子孫しそん一千二百四十七人にん、 39ハリムの子孫しそん一千十七人にん。
    


    
      40レビびとは、ホダヤの子孫しそんすなわちエシュアとカデミエルの子孫しそん七十四人にん。 41歌うたうたう者ものは、アサフの子孫しそん百二十八人にん。 42門衛もんえいの子孫しそんは、シャルムの子孫しそん、アテルの子孫しそん、タルモンの子孫しそん、アックブの子孫しそん、ハテタの子孫しそん、ショバイの子孫しそん合あわせて百三十九人にん。
    


    
      43宮みやに仕つかえるしもべたちは、ヂハの子孫しそん、ハスパの子孫しそん、タバオテの子孫しそん、 44ケロスの子孫しそん、シアハの子孫しそん、パドンの子孫しそん、 45レバナの子孫しそん、ハガバの子孫しそん、アックブの子孫しそん、 46ハガブの子孫しそん、シャルマイの子孫しそん、ハナンの子孫しそん、 47ギデルの子孫しそん、ガハルの子孫しそん、レアヤの子孫しそん、 48レヂンの子孫しそん、ネコダの子孫しそん、ガザムの子孫しそん、 49ウザの子孫しそん、パセアの子孫しそん、ベサイの子孫しそん、 50アスナの子孫しそん、メウニムの子孫しそん、ネフシムの子孫しそん、 51バクブクの子孫しそん、ハクパの子孫しそん、ハルホルの子孫しそん、 52バヅリテの子孫しそん、メヒダの子孫しそん、ハルシャの子孫しそん、 53バルコスの子孫しそん、シセラの子孫しそん、テマの子孫しそん、 54ネヂアの子孫しそん、ハテパの子孫しそんである。
    


    
      55ソロモンのしもべたちの子孫しそんは、ソタイの子孫しそん、ハッソペレテの子孫しそん、ペリダの子孫しそん、 56ヤアラの子孫しそん、ダルコンの子孫しそん、ギデルの子孫しそん、 57シパテヤの子孫しそん、ハッテルの子孫しそん、ポケレテ・ハッゼバイムの子孫しそん、アミの子孫しそん。
    


    
      58宮みやに仕つかえるしもべたちとソロモンのしもべたちの子孫しそんとは合あわせて三百九十二人にん。
    


    
      59次つぎにあげる人々ひとびとはテル・メラ、テル・ハレサ、ケルブ、アダンおよびインメルから上のぼって来きた者ものであったが、彼かれらはその氏族しぞくとその血統けっとうとを示しめして、そのイスラエルの者ものであることを明あきらかにすることができなかった。 60すなわちデラヤの子孫しそん、トビヤの子孫しそん、ネコダの子孫しそんで合あわせて六百五十二人にん。 61祭司さいしの子孫しそんのうちにはハバヤの子孫しそん、ハッコヅの子孫しそん、バルジライの子孫しそんがあった。バルジライはギレアデびとバルジライの娘むすめたちのうちから妻つまをめとったので、その名なで呼よばれることになった。 62これらの者ものは系譜けいふに載のった者ものたちのうちに自分じぶんの名なを尋たずねたが見みいだされなかったので、汚けがれた者ものとして、祭司さいしの職しょくから除のぞかれた。 63総督そうとくは彼かれらに告つげて、ウリムとトンミムを身みにつける祭司さいしの興おこるまでは、いと聖せいなる物ものを食たべてはならないと言いった。
    


    
      64会衆かいしゅうは合あわせて四万二千三百六十人にんであった。 65このほかに、しもべおよびはしため合あわせて七千三百三十七人にん、また歌うたうたう男女だんじょ二百人にんあった。 66その馬うまは七百三十六頭とう、その騾馬らばは二百四十五頭とう、 67そのらくだは四百三十五頭とう、そのろばは六千七百二十頭とうあった。
    


    
      68氏族しぞくの長ちょう数人すうにんはエルサレムにある主しゅの宮みやの所ところにきた時とき、神かみの宮みやをもとの所ところに建たてるために真心まごころよりの供そなえ物ものをささげた。 69すなわち、その力ちからに従したがって工事こうじのために倉くらに納おさめたものは、金きん六万一千ダリク、銀ぎん五千ミナ、祭司さいしの衣服いふく百かさねであった。
    


    
      70祭司さいし、レビびと、および民たみのある者ものはエルサレムおよびその近郊きんこうに住すみ、歌うたうたう者もの、門衛もんえいおよび宮みやに仕つかえるしもべたちはその町々まちまちに住すみ、一般いっぱんのイスラエルびとは自分じぶんたちの町々まちまちに住すんだ。
    

  


  


  
    第三章


    
      1こうしてイスラエルの人々ひとびとはその町々まちまちに住すんでいたが、七月がつになって、民たみはひとりのようにエルサレムに集あつまった。 2そこでヨザダクの子こエシュアとその仲間なかまの祭司さいしたち、およびシャルテルの子こゼルバベルとその兄弟きょうだいたちは立たって、イスラエルの神かみの祭壇さいだんを築きずいた。これは神かみの人ひとモーセの律法りっぽうにしるされたところに従したがって、その上うえに燔祭はんさいをささげるためであった。 3彼かれらは国々くにぐにの民たみを恐おそれていたので、祭壇さいだんをもとの所ところに設もうけた。そしてその上うえで燔祭はんさいを主しゅにささげ、朝夕あさゆうそれをささげた。 4また、しるされたところに従したがって仮庵かりほの祭まつりを行おこない、おきてに従したがって、毎日まいにちささぐべき数かずのとおりに、日々ひびの燔祭はんさいをささげた。 5そしてその後のちは常燔祭じょうはんさい、新月しんげつと主しゅのすべて定さだめられた祭まつりとにささげる供そなえ物ものおよび各自かくじが主しゅにささげる真心まごころよりの供そなえ物ものをささげた。 6すなわち七月がつ一日にちから燔祭はんさいを主しゅにささげることを始はじめたが、主しゅの宮みやの基礎きそはまだすえられてなかった。 7そこで石工いしくと木工もっこうに金かねを渡わたし、またシドンとツロの人々ひとびとに食くい物もの、飲のみ物ものおよび油あぶらを与あたえて、ペルシャ王おうクロスから得えた許可きょかに従したがって、レバノンからヨッパの海うみに香柏こうはくを運はこばせた。
    


    
      8さてエルサレムの神かみの宮みやに帰かえった次つぎの年ねんの二月がつに、シャルテルの子こゼルバベルとヨザダクの子こエシュアはその兄弟きょうだいである他たの祭司さいし、レビびとおよび捕囚ほしゅうからエルサレムに帰かえって来きたすべての人々ひとびとと共ともに工事こうじを始はじめ、二十歳さい以上いじょうのレビびとを立たてて、主しゅの宮みやの工事こうじを監督かんとくさせた。 9そこでユダの子孫しそんであるエシュアとその子こらおよびその兄弟きょうだい、カデミエルとその子こらは共ともに立たって、神かみの宮みやで工事こうじをなす者ものを監督かんとくした。ヘナダデの子こらおよびレビびとの子こらと、その兄弟きょうだいたちもまた一緒いっしょであった。
    


    
      10こうして建築者けんちくしゃが主しゅの宮みやの基礎きそをすえた時とき、祭司さいしたちは礼服れいふくをつけてラッパをとり、アサフの子こらであるレビびとはシンバルをとり、イスラエルの王おうダビデの指令しれいに従したがって主しゅをさんびした。 11彼かれらは互たがいに歌うたいあって主しゅをほめ、かつ感謝かんしゃし、

      
        「主しゅはめぐみ深ふかく、

        そのいつくしみは

        とこしえにイスラエルに絶たえることがない」

      
と言いった。そして民たみはみな主しゅをさんびするとき、大声おおごえをあげて叫さけんだ。主しゅの宮みやの基礎きそがすえられたからである。 12しかし祭司さいし、レビびと、氏族しぞくの長ちょうである多おおくの人々ひとびとのうちに、もとの宮みやを見みた老人ろうじんたちがあったが、今いまこの宮みやの基礎きそのすえられるのを見みた時とき、大声おおごえをあげて泣ないた。また喜よろこびのために声こえをあげて叫さけぶ者ものも多おおかった。 13それで、人々ひとびとは民たみの喜よろこび叫さけぶ声こえと、民たみの泣なく声こえとを聞ききわけることができなかった。民たみが大声おおごえに叫さけんだので、その声こえが遠とおくまで聞きこえたからである。
    

  


  


  
    第四章


    
      1ユダとベニヤミンの敵てきである者ものたちは捕囚ほしゅうから帰かえってきた人々ひとびとが、イスラエルの神かみ、主しゅのために神殿しんでんを建たてていることを聞きき、 2ゼルバベルと氏族しぞくの長ちょうたちのもとに来きて言いった、「われわれも、あなたがたと一緒いっしょにこれを建たてさせてください。われわれはあなたがたと同おなじく、あなたがたの神かみを礼拝れいはいします。アッスリヤの王おうエサル・ハドンがわれわれをここにつれて来きた日ひからこのかた、われわれは彼かれに犠牲ぎせいをささげてきました」。 3しかしゼルバベル、エシュアおよびその他たのイスラエルの氏族しぞくの長ちょうたちは、彼かれらに言いった、「あなたがたは、われわれの神かみに宮みやを建たてることにあずかってはなりません。ペルシャの王おうクロス王おうがわれわれに命めいじたように、われわれだけで、イスラエルの神かみ、主しゅのために建たてるのです」。
    


    
      4そこでその地ちの民たみはユダの民たみの手てを弱よわらせて、その建築けんちくを妨さまたげ、 5その企くわだてを破やぶるために役人やくにんを買収ばいしゅうして彼かれらに敵てきせしめ、ペルシャ王おうクロスの代よからペルシャ王おうダリヨスの治世ちせいにまで及およんだ。 6アハスエロスの治世ちせい、すなわちその治世ちせいの初はじめに、彼かれらはユダとエルサレムの住民じゅうみんを訴うったえる告訴こくそ状じょうを書かいた。
    


    
      7またアルタシャスタの世よにビシラム、ミテレダテ、タビエルおよびその他たの同僚どうりょうも、ペルシャ王おうアルタシャスタに手紙てがみを書かいた。その手紙てがみの文ぶんはアラム語ごで書かかれて訳やくされていた。 8長官ちょうかんレホムと書記官しょきかんシムシャイはアルタシャスタ王おうにエルサレムを訴うったえて次つぎのような手紙てがみをしたためた。 9すなわち長官ちょうかんレホムと書記官しょきかんシムシャイおよびその他たの同僚どうりょう、すなわち裁判官さいばんかん、知事ちじ、役人やくにん、ペルシャ人ひと、エレクの人々ひとびと、バビロン人ひと、スサの人々ひとびとすなわちエラムびと、 10およびその他たの民たみすなわち大おおいなる尊たっといオスナパルが、移うつしてサマリヤの町々まちまちおよび川かわ向むこうのその他たの地ちに住すませた者ものどもが、 11送おくった手紙てがみの写うつしはこれである。——「アルタシャスタ王おうへ、川かわ向むこうのあなたのしもべども、あいさつを申もうし上あげます。 12王おうよ、ご承知しょうちください。あなたのもとから、わたしたちの所ところに上のぼって来きたユダヤ人ひとらはエルサレムに来きて、かのそむいた悪わるい町まちを建たて直なおし、その城壁じょうへきを築きずきあげ、その基礎きそをつくろっています。 13王おうよ、いまご承知しょうちください。もしこの町まちを建たて、城壁じょうへきを築きずきあげるならば、彼かれらはみつぎ、関税かんぜい、税金ぜいきんを納おさめなくなります。そうすれば王おうの収入しゅうにゅうが減へるでしょう。 14われわれは王宮おうきゅうの塩しおをはむ者ものですから、王おうの不名誉ふめいよを見みるに忍しのびないので、人ひとをつかわして王おうにお聞きかせするのです。 15歴代れきだいの記録きろくをお調しらべください。その記録きろくの書しょにおいて、この町まちはそむいた町まちで、諸王しょおうと諸しょ州しゅうに害がいを及およぼしたものであることを見み、その中なかに古来こらい、むほんの行おこなわれたことを知しられるでしょう。この町まちが滅ほろぼされたのはこれがためなのです。 16われわれは王おうにお知おしらせいたします。もしこの町まちが建たてられ、城壁じょうへきが築きずきあげられたなら、王おうは川かわ向むこうの領地りょうちを失うしなうに至いたるでしょう」。
    


    
      17王おうは返書へんしょを送おくって言いった、「長官ちょうかんレホム、書記官しょきかんシムシャイ、その他たサマリヤおよび川かわ向むこうのほかの所ところに住すんでいる同僚どうりょうに、あいさつをする。いま、 18あなたがたがわれわれに送おくった手紙てがみを、わたしの前まえに明あきらかに読よませた。 19わたしは命令めいれいを下くだして調査ちょうささせたところ、この町まちは古来こらい、諸王しょおうにそむいた事こと、その中なかに反乱はんらん、むほんのあったことを見みいだした。 20またエルサレムには大おおいなる王おうたちがあって、川かわ向むこうの地ちをことごとく治おさめ、みつぎ、関税かんぜい、税金ぜいきんを納おさめさせたこともあった。 21それであなたがたは命令めいれいを伝つたえて、その人々ひとびとをとどめ、わたしの命令めいれいの下くだるまで、この町まちを建たてさせてはならない。 22あなたがたは慎つつしんでこのことについて怠おこたることのないようにしなさい。どうして損害そんがいを増まして、王おうに害がいを及およぼしてよかろうか」。
    


    
      23アルタシャスタ王おうの手紙てがみの写うつしがレホムおよび書記官しょきかんシムシャイとその同僚どうりょうの前まえに読よみ上あげられたので、彼かれらは急いそいでエルサレムのユダヤ人ひとのもとにおもむき、腕力わんりょくと権力けんりょくとをもって彼かれらをやめさせた。 24それでエルサレムにある神かみの宮みやの工事こうじは中止ちゅうしされた。すなわちペルシャ王おうダリヨスの治世ちせいの二年ねんまで中止ちゅうしされた。
    

  


  


  
    第五章


    
      1さて預言者よげんしゃハガイおよびイドの子こゼカリヤのふたりの預言者よげんしゃは、ユダとエルサレムにいるユダヤ人ひとに向むかって、彼かれらの上うえにいますイスラエルの神かみの名なによって預言よげんした。 2そこでシャルテルの子こゼルバベルおよびヨザダクの子こエシュアは立たちあがって、エルサレムにある神かみの宮みやを建たて始はじめた。神かみの預言者よげんしゃたちも、彼かれらと共ともにいて彼かれらを助たすけた。
    


    
      3その時とき、川かわ向むこうの州しゅうの知事ちじタテナイおよびセタル・ボズナイとその同僚どうりょうは彼かれらの所ところに来きてこう言いった、「だれがあなたがたにこの宮みやを建たて、この城壁じょうへきを築きずきあげることを命めいじたのか」。 4また「この建物たてものを建たてている人々ひとびとの名なはなんというのか」と尋たずねた。 5しかしユダヤ人ひとの長老ちょうろうたちの上うえには、神かみの目めが注そそがれていたので、彼かれらはこれをやめさせることができず、その事ことをダリヨスに奏そうして、その返答へんとうの来くるのを待まった。
    


    
      6川かわ向むこうの州しゅうの知事ちじタテナイおよびセタル・ボズナイとその同僚どうりょうである川かわ向むこうの州しゅうの知事ちじたちが、ダリヨス王おうに送おくった手紙てがみの写うつしは次つぎのとおりである。 7すなわち、彼かれらが王おうに送おくった手紙てがみには、次つぎのようにしるされてあった。「願ねがわくはダリヨス王おうに全まったき平安へいあんがあるように。 8王おうに次つぎのことをお知おしらせいたします。すなわち、われわれがユダヤ州しゅうへ行いき、かの大おおいなる神かみの宮みやへ行いって見みたところ、それは大おおきな石いしをもって建たてられ、材木ざいもくを組くんで壁かべをつくり、その工事こうじは勤勉きんべんに行おこなわれ、彼かれらの手てによって大おおいにはかどっています。 9そこでわれわれはその長老ちょうろうたちに尋たずねてこう言いいました、『だれがあなたがたにこの宮みやを建たて、この城壁じょうへきを築きずきあげることを命めいじたのか』と。 10われわれはまた彼かれらのかしらたる人々ひとびとの名なを書かきしるして、あなたにお知おしらせするために、その名なを尋たずねました。 11すると、彼かれらはわれわれに答こたえてこう言いいました、『われわれは天地てんちの神かみのしもべであって、年とし久ひさしい昔むかしに建たてられた宮みやを、再ふたたび建たてるのです。これはもと、イスラエルの大おおいなる王おうの建たてあげたものですが、 12われわれの先祖せんぞたちが、天てんの神かみの怒いかりを引ひき起おこしたため、神かみは彼かれらを、カルデヤびとバビロンの王おうネブカデネザルの手てに渡わたされたので、彼かれはこの宮みやをこわし、民たみをバビロンに捕とらえて行いきました。 13ところがバビロンの王おうクロスの元年がんねんに、クロス王おうは神かみのこの宮みやを再ふたたび建たてることの命令めいれいを下くだされました。 14またクロス王おうは先さきにネブカデネザルが、エルサレムの宮みやからバビロンの神殿しんでんに移うつした神かみの宮みやの金銀きんぎんの器うつわを、バビロンの神殿しんでんから取とり出だして、彼かれが総督そうとくに任にんじたセシバザルという名なの者ものに渡わたして、 15彼かれに言いわれました、「これらの器うつわを携たずさえて行いって、エルサレムにある宮みやに納おさめ、神かみの宮みやをもとの所ところに建たてよ」と。 16そこでこのセシバザルは来きてエルサレムにある神かみの宮みやの基礎きそをすえました。その時ときから今いまに至いたるまで、建築けんちくを続つづけていますが、まだ完成かんせいしないのです』と。 17それで今いま、もし王おうがよしと見みられるならば、バビロンにある王おうの宝庫ほうこを調しらべて、エルサレムの神かみのこの宮みやを建たてることの命令めいれいが、はたしてクロス王おうから出でているかどうかを確たしかめ、この事ことについての王おうのお考かんがえをわれわれに伝つたえてください」。
    

  


  


  
    第六章


    
      1そこでダリヨス王おうは命めいを下くだして、バビロンのうちで、古文書こもんじょをおさめてある書庫しょこを調しらべさせたところ、 2メデヤ州しゅうの都みやこエクバタナで、一つの巻物まきものを見みいだした。そのうちにこうしるされてある。
    


    
      「記録きろく。 3クロス王おうの元年がんねんにクロス王おうは命めいを下くだした、『エルサレムにある神かみの宮みやについては、犠牲ぎせいをささげ、燔祭はんさいを供そなえる所ところの宮みやを建たて、その宮みやの高たかさを六十キュビトにし、その幅はばを六十キュビトにせよ。 4大おおいなる石いしの層そうを三段だんにし、木きの層そうを一段だんにせよ。その費用ひようは王おうの家いえから与あたえられる。 5またネブカデネザルが、エルサレムの宮みやからバビロンに移うつした神かみの宮みやの金銀きんぎんの器物うつわものは、これをかえして、エルサレムにある宮みやのもとの所ところに持もって行いき、これを神かみの宮みやに納おさめよ』」。
    


    
      6「それで川かわ向むこうの州しゅうの知事ちじタテナイおよびセタル・ボズナイとその同僚どうりょうである川かわ向むこうの州しゅうの知事ちじたちよ、あなたがたはこれに遠とおざかり、 7神かみのこの宮みやの工事こうじを彼かれらに任まかせ、ユダヤ人ひとの知事ちじとユダヤ人ひとの長老ちょうろうたちに、神かみのこの宮みやをもとの所ところに建たてさせよ。 8わたしはまた命めいを下くだし、神かみのこの宮みやを建たてることについて、あなたがたがこれらのユダヤ人ひとの長老ちょうろうたちになすべき事ことを示しめす。王おうの財産ざいさん、すなわち川かわ向むこうの州しゅうから納おさめるみつぎの中なかから、その費用ひようをじゅうぶんそれらの人々ひとびとに与あたえて、その工事こうじを滞とどこおらないようにせよ。 9またその必要ひつようとするもの、すなわち天てんの神かみにささげる燔祭はんさいの子こ牛うし、雄羊おひつじおよび小羊こひつじならびに麦むぎ、塩しお、酒さけ、油あぶらなどエルサレムにいる祭司さいしたちの求もとめにしたがって、日々ひび怠おこたりなく彼かれらに与あたえ、 10彼かれらにこうばしい犠牲ぎせいを天てんの神かみにささげさせ、王おうと王子おうじたちの長寿ちょうじゅを祈いのらせよ。 11わたしはまた命めいを下くだす。だれでもこの命めいずる所ところを改あらためる者ものがあるならば、その家いえの梁はりは抜ぬき取とられ、彼かれはその上うえにくぎづけにされ、その家いえはまた、これがために汚物おぶつの山やまとされるであろう。 12これを改あらためようとする者もの、あるいはエルサレムにある神かみのこの宮みやを滅ほろぼそうとして手てを出だす王おうあるいは民たみは、かしこにその名なをとどめられる神かみよ、願ねがわくはこれを倒たおされるように。われダリヨスは命めいを下くだす。心こころしてこれを行おこなえ」。
    


    
      13ダリヨス王おうがこう言いい送おくったので、川かわ向むこうの州しゅうの知事ちじタテナイおよびセタル・ボズナイとその同僚どうりょうたちは心こころしてこれを行おこなった。 14そしてユダヤ人ひとの長老ちょうろうたちは、預言者よげんしゃハガイおよびイドの子こゼカリヤの預言よげんによって建たて、これをなし遂とげた。彼かれらはイスラエルの神かみの命令めいれいにより、またクロス、ダリヨスおよびペルシャ王おうアルタシャスタの命めいによって、これを建たて終おわった。 15この宮みやはダリヨス王おうの治世ちせいの六年ねんアダルの月つきの三日かに完成かんせいした。
    


    
      16そこでイスラエルの人々ひとびと、祭司さいしたち、レビびとおよびその他たの捕囚ほしゅうから帰かえった人々ひとびとは、喜よろこんで神かみのこの宮みやの奉献ほうけん式しきを行おこなった。 17すなわち神かみのこの宮みやの奉献ほうけん式しきにおいて、雄牛おうし一百頭とう、雄羊おひつじ二百頭とう、小羊こひつじ四百頭とうをささげ、またイスラエルの部族ぶぞくの数かずにしたがって、雄おやぎ十二頭とうをささげて、すべてのイスラエルびとのための罪祭ざいさいとした。 18またモーセの書しょにしるされてあるように祭司さいしを組くみ別べつにより、レビびとを班はん別べつによって立たて、エルサレムで神かみに仕つかえさせた。
    


    
      19こうして捕囚ほしゅうから帰かえって来きた人々ひとびとは、正月しょうがつの十四日かに過越すぎこしの祭まつりを行おこなった。 20すなわち祭司さいし、レビびとたちは共ともに身みを清きよめて皆みな清きよくなり、すべて捕囚ほしゅうから帰かえって来きた人々ひとびとのため、その兄弟きょうだいである祭司さいしたちのため、また彼かれら自身じしんのために過越すぎこしの小羊こひつじをほふった。 21そして捕囚ほしゅうから帰かえって来きたイスラエルの人々ひとびと、およびその地ちの異邦人いほうじんの汚けがれを捨すてて彼かれらに連つらなり、イスラエルの神かみ、主しゅを拝はいしようとする者ものはすべてこれを食たべ、 22喜よろこんで七日なぬかの間あいだ、種たね入いれぬパンの祭まつりを行おこなった。これは主しゅが彼かれらを喜よろこばせ、またアッスリヤの王おうの心こころを彼かれらに向むかわせ、彼かれにイスラエルの神かみにいます神かみの宮みやの工事こうじを助たすけさせられたからである。
    

  


  


  
    第七章


    
      1これらの事ことの後のちペルシャ王おうアルタシャスタの治世ちせいにエズラという者ものがあった。エズラはセラヤの子こ、セラヤはアザリヤの子こ、アザリヤはヒルキヤの子こ、 2ヒルキヤはシャルムの子こ、シャルムはザドクの子こ、ザドクはアヒトブの子こ、 3アヒトブはアマリヤの子こ、アマリヤはアザリヤの子こ、アザリヤはメラヨテの子こ、 4メラヨテはゼラヒヤの子こ、ゼラヒヤはウジの子こ、ウジはブッキの子こ、 5ブッキはアビシュアの子こ、アビシュアはピネハスの子こ、ピネハスはエレアザルの子こ、エレアザルは祭司さいし長ちょうアロンの子こである。 6このエズラはバビロンから上のぼって来きた。彼かれはイスラエルの神かみ、主しゅがお授さづけになったモーセの律法りっぽうに精通せいつうした学者がくしゃであった。その神かみ、主しゅの手てが彼かれの上うえにあったので、その求もとめることを王おうはことごとく許ゆるした。
    


    
      7アルタシャスタ王おうの七年ねんにまたイスラエルの人々ひとびとおよび祭司さいし、レビびと、歌うたうたう者もの、門衛もんえい、宮みやに仕つかえるしもべなどエルサレムに上のぼった。 8そして王おうの七年ねんの五月がつにエズラはエルサレムに来きた。 9すなわち正月しょうがつの一日にちにバビロンを出立しゅったつして、五月がつ一日にちにエルサレムに着ついた。その神かみの恵めぐみの手てが彼かれの上うえにあったからである。 10エズラは心こころをこめて主しゅの律法りっぽうを調しらべ、これを行おこない、かつイスラエルのうちに定さだめとおきてとを教おしえた。
    


    
      11主しゅの戒いましめの言葉ことば、およびイスラエルに賜たまわった定さだめに通つうじた学者がくしゃで、祭司さいしであるエズラにアルタシャスタ王おうの与あたえた手紙てがみの写うつしは、次つぎのとおりである。 12「諸王しょおうの王おうアルタシャスタ、天てんの神かみの律法りっぽうの学者がくしゃである祭司さいしエズラに送おくる。今いま、 13わたしは命めいを下くだす。わが国くにのうちにいるイスラエルの民たみおよびその祭司さいし、レビびとのうち、すべてエルサレムへ行いこうと望のぞむ者ものは皆みな、あなたと共ともに行いくことができる。 14あなたは、自分じぶんの手てにあるあなたの神かみの律法りっぽうに照てらして、ユダとエルサレムの事情じじょうを調しらべるために、王おうおよび七人にんの議ぎ官かんによってつかわされるのである。 15かつあなたは王おうおよびその議ぎ官かんらが、エルサレムにいますイスラエルの神かみに真心まごころからささげる銀ぎんと金きんを携たずさえ、 16またバビロン全ぜん州しゅうであなたが獲えるすべての金銀きんぎん、および民たみと祭司さいしとが、エルサレムにあるその神かみの宮みやのために、真心まごころからささげた供そなえ物ものを携たずさえて行いく。 17それであなたはその金かねをもって雄牛おうし、雄羊おひつじ、小羊こひつじおよびその素祭そさいと灌祭かんさいの品々しなじなを気きをつけて買かい、エルサレムにあるあなたがたの神かみの宮みやの祭壇さいだんの上うえに、これをささげなければならない。 18また、あなたとあなたの兄弟きょうだいたちが、その余あまった金銀きんぎんでしようと思おもうよい事ことがあるならば、あなたがたの神かみのみ旨むねに従したがってそれを行おこなえ。 19またあなたの神かみの宮みやの勤つとめ事ことのためにあなたが与あたえられた器うつわは、エルサレムの神かみの前まえに納おさめよ。 20そのほかあなたの神かみの宮みやのために用もちうべき必要ひつようなものがあれば、それを王おうの倉くらから出だして用もちいよ。
    


    
      21われ、アルタシャスタ王おうは川かわ向むこうの州しゅうのすべての倉くらづかさに命めいを下くだして言いう、『天てんの神かみの律法りっぽうの学者がくしゃである祭司さいしエズラがあなたがたに求もとめる事ことは、すべてこれを心こころして行おこなえ。 22すなわち銀ぎんは百タラントまで、小麦こむぎは百コルまで、ぶどう酒しゅは百バテまで、油あぶらは百バテまで、塩しおは制限せいげんなく与あたえよ。 23天てんの神かみの宮みやのために、天てんの神かみの命めいじるところは、すべて正ただしくこれを行おこなえ。そうしないと神かみの怒いかりが、王おうと王おうの子こらの国くにに臨のぞむであろう』。 24われわれは、またあなたがたに告つげる、『祭司さいし、レビびと、歌うたうたう者もの、門衛もんえい、宮みやに仕つかえるしもべ、および神かみのこの宮みやの仕つかえびとたちには、みつぎ、租税そぜい、税金ぜいきんを課かしてはならぬ』。
    


    
      25エズラよ、あなたはあなたの手てにある神かみの知恵ちえによって、つかさおよび裁判人さいばんにんを立たて、川かわ向むこうの州しゅうのすべての民たみ、すなわちあなたの神かみの律法りっぽうを知しっている者ものたちを、ことごとくさばかせよ。あなたがたはまたこれを知しらない者ものを教おしえよ。 26あなたの神かみの律法りっぽうおよび王おうの律法りっぽうを守まもらない者ものを、きびしくその罪つみに定さだめて、あるいは死刑しけいに、あるいは追放ついほうに、あるいは財産ざいさん没収ぼっしゅうに、あるいは投獄とうごくに処しょせよ」。
    


    
      27われわれの先祖せんぞの神かみ、主しゅはほむべきかな。主しゅはこのように、王おうの心こころに、エルサレムにある主しゅの宮みやを飾かざる心こころを起おこさせ、 28また王おうの前まえと、その議ぎ官かんの前まえと王おうの大臣だいじんの前まえで、わたしに恵めぐみを得えさせられた。わたしはわが神かみ、主しゅの手てがわたしの上うえにあるので力ちからを得え、イスラエルのうちから首領しゅりょうたる人々ひとびとを集あつめて、わたしと共ともに上のぼらせた。
    

  


  


  
    第八章


    
      1アルタシャスタ王おうの治世ちせいに、バビロンからわたしと一緒いっしょに上のぼって来きた者ものの氏族しぞくの長ちょう、およびその系譜けいふは次つぎのとおりである。 2ピネハスの子孫しそんのうちではゲルショム。イタマルの子孫しそんのうちではダニエル。ダビデの子孫しそんのうちではシカニヤの子こハットシ。 3パロシの子孫しそんのうちではゼカリヤおよび彼かれと共ともに系譜けいふに載のせられた男おとこ百五十人にん。 4パハテ・モアブの子孫しそんのうちではゼラヒヤの子こエリヨエナイおよび彼かれと共ともにある男おとこ二百人にん。 5ザッツの子孫しそんのうちではヤハジエルの子こシカニヤおよび彼かれと共ともにある男おとこ三百人にん。 6アデンの子孫しそんのうちではヨナタンの子こエベデおよび彼かれと共ともにある男おとこ五十人にん。 7エラムの子孫しそんのうちではアタリヤの子こエサヤおよび彼かれと共ともにある男おとこ七十人にん。 8シパテヤの子孫しそんのうちではミカエルの子こゼバデヤおよび彼かれと共ともにある男おとこ八十人にん。 9ヨアブの子孫しそんのうちではエヒエルの子こオバデヤおよび彼かれと共ともにある男おとこ二百十八人にん。 10バニの子孫しそんのうちではヨシピアの子こシロミテおよび彼かれと共ともにある男おとこ百六十人にん。 11ベバイの子孫しそんのうちではベバイの子こゼカリヤおよび彼かれと共ともにある男おとこ二十八人にん。 12アズガデの子孫しそんのうちではハッカタンの子こヨハナンおよび彼かれと共ともにある男おとこ百十人にん。 13アドニカムの子孫しそんのうちでは後のちに来きた者ものどもで、その名なはエリペレテ、ユエル、シマヤおよび彼かれらと共ともにある男おとこ六十人にん。 14ビグワイの子孫しそんのうちではウタイとザックルおよび彼かれらと共ともにある男おとこ七十人にんである。
    


    
      15わたしは彼かれらをアハワに流ながれる川かわのほとりに集あつめて、そこに三日みっかのあいだ露営ろえいした。わたしは民たみと祭司さいしとを調しらべたが、そこにはレビの子孫しそんはひとりもいなかったので、 16人ひとをつかわしてエリエゼル、アリエル、シマヤ、エルナタン、ヤリブ、エルナタン、ナタン、ゼカリヤ、メシュラムという首くび長ちょうたる人々ひとびとを招まねき、またヨヤリブ、およびエルナタンのような見識けんしきのある人々ひとびとを招まねいた。 17そしてわたしはカシピアという所ところの首長しゅちょうイドのもとに彼かれらをつかわし、カシピアという所ところにいるイドと、その兄弟きょうだいである宮みやに仕つかえるしもべたちに告つぐべき言葉ことばを、彼かれらに授さづけ、われわれの神かみの宮みやのために、仕つかえ人ひとをわれわれに連つれて来こいと言いった。 18われわれの神かみがよくわれわれを助たすけられたので、彼かれらはイスラエルの子こ、レビの子こ、マヘリの子孫しそんのうちの思慮しりょ深ふかい人ひと、すなわちセレビヤおよびその子こらとその兄弟きょうだいたち十八人にんを、われわれに連つれて来き、 19またハシャビヤおよび彼かれと共ともに、メラリの子孫しそんのエサヤとその兄弟きょうだいおよびその子こら二十人にん、 20および宮みやに仕つかえるしもべ、すなわちダビデとそのつかさたちが、レビびとに仕つかえさせるために選えらんだ宮みやに仕つかえるしもべ二百二十人にんを連つれてきた。これらの者ものは皆みなその名なを言いって記録きろくされた。
    


    
      21そこでわたしは、かしこのアハワ川かわのほとりで断食だんじきを布告ふこくし、われわれの神かみの前まえで身みをひくくし、われわれと、われわれの幼おさなき者ものと、われわれのすべての貨か財ざいのために、正ただしい道みちを示しめされるように神かみに求もとめた。 22これは、われわれがさきに王おうに告つげて、「われわれの神かみの手ては、神かみを求もとめるすべての者ものの上うえにやさしく下くだり、その威力いりょくと怒いかりとはすべて神かみを捨すてる者ものの上うえに下くだる」と言いったので、わたしは道中どうちゅうの敵てきに対たいして、われわれを守まもるべき歩兵ほへいと騎兵きへいとを、王おうに頼たのむことを恥はじたからである。 23そこでわれわれは断食だんじきして、このことをわれわれの神かみに求もとめたところ、神かみはその願ねがいを聞ききいれられた。
    


    
      24わたしはおもだった祭司さいし十二人にんすなわちセレビヤ、ハシャビヤおよびその兄弟きょうだい十人にんを選えらび、 25金銀きんぎんおよび器物うつわもの、すなわち王おうと、その議ぎ官かんと、その諸侯しょこうおよびすべて在留ざいりゅうのイスラエルびとが、われわれの神かみの宮みやのためにささげた奉納物ほうのうぶつを量はかって彼かれらに渡わたした。 26わたしが量はかって彼かれらの手てに渡わたしたものは、銀ぎん六百五十タラント、銀ぎんの器うつわ百タラント、金きん百タラントであった。 27また金きんの大杯おおさかずきが二十あって、一千ダリクに当あたる。また光ひかり輝かがやく青銅せいどうの器うつわ二個こあって、その尊たっといこと金きんのようである。 28そしてわたしは彼かれらに言いった、「あなたがたは主しゅに聖別せいべつされた者ものである。この器物うつわものも聖せいである。またこの金銀きんぎんは、あなたがたの先祖せんぞの神かみ、主しゅにささげた真心まごころよりの供そなえ物ものである。 29あなたがたはエルサレムで、主しゅの宮みやのへやの中なかで、祭司さいし長ちょう、レビびとおよびイスラエルの氏族しぞくのかしらたちの前まえで、これを量はかるまで、見張みはり、かつ守まもりなさい」。 30そこで祭司さいしおよびレビびとたちは、その金銀きんぎんおよび器物うつわものを、エルサレムにあるわれわれの神かみの宮みやに携たずさえて行いくため、その重おもさのものを受うけ取とった。
    


    
      31われわれは正月しょうがつの十二日にちに、アハワ川がわを出立しゅったつしてエルサレムに向むかったが、われわれの神かみの手ては、われわれの上うえにあって、敵てきの手ておよび道みちに待まち伏ぶせする者ものの手てから、われわれを救すくわれた。 32われわれはエルサレムに着ついて、三日かそこにいたが、 33四日か目めにわれわれの神かみの宮みやの内うちで、その金銀きんぎんおよび器物うつわものを、ウリヤの子こ祭司さいしメレモテの手てに量はかって渡わたした。ピネハスの子こエレアザルが彼かれと共ともにいた。またエシュアの子こヨザバデ、およびビンヌイの子こノアデヤのふたりのレビびとも、彼かれらと共ともにいた。 34すなわちそのすべての数かずと重おもさとを調しらべ、その重おもさは皆みな書かきとめられた。
    


    
      35そのとき捕囚ほしゅうの人々ひとびとで捕囚ほしゅうから帰かえって来きた者ものは、イスラエルの神かみに燔祭はんさいをささげた。すなわちイスラエル全体ぜんたいのために雄牛おうし十二頭とう、雄羊おひつじ九十六頭とう、小羊こひつじ七十七頭とうをささげ、また罪祭ざいさいとして雄おやぎ十二頭とうをささげた。これらはみな、主しゅにささげた燔祭はんさいである。 36彼かれらはまた王おうの命令めいれい書しょを、王おうの総督そうとくたち、および川かわ向むこうの州しゅうの知事ちじたちに渡わたしたので、彼かれらは民たみと神かみの宮みやとを援助えんじょした。
    

  


  


  
    第九章


    
      1これらの事ことがなされた後のち、つかさたちは、わたしのもとに来きて言いった、「イスラエルの民たみ、祭司さいしおよびレビびとは諸国しょこくの民たみと離はなれないで、カナンびと、ヘテびと、ペリジびと、エブスびと、アンモンびと、モアブびと、エジプトびと、アモリびとなどの憎にくむべき事ことを行おこないました。 2すなわち、彼かれらの娘むすめたちをみずからめとり、またそのむすこたちにめとったので、聖せいなる種たねが諸国しょこくの民たみとまじりました。そしてつかさたる者もの、長ちょうたる者ものが先さきだって、このとがを犯おかしました」。 3わたしはこの事ことを聞きいた時とき、着物きものと上着うわぎとを裂さき、髪かみの毛けとひげを抜ぬき、驚おどろきあきれてすわった。 4イスラエルの神かみの言葉ことばにおののく者ものは皆みな、捕囚ほしゅうから帰かえって来きた人々ひとびとのとがのゆえに、わたしのもとに集あつまったが、わたしは夕ゆうの供そなえ物ものの時ときまで、驚おどろきあきれてすわった。 5夕ゆうの供そなえ物ものの時ときになって、わたしは断食だんじきから立たちあがり、着物きものと上着うわぎを裂さいたまま、ひざをかがめて、わが神かみ、主しゅにむかって手てをさし伸のべて、 6言いった、
    


    
      「わが神かみよ、わたしはあなたにむかって顔かおを上あげるのを恥はじて、赤面せきめんします。われわれの不義ふぎは積つって頭あたまよりも高たかくなり、われわれのとがは重かさなって天てんに達たっしたからです。 7われわれの先祖せんぞの日ひから今日こんにちまで、われわれは大おおいなるとがを負おい、われわれの不義ふぎによって、われわれとわれわれの王おうたち、および祭司さいしたちは国々くにぐにの王おうたちの手てにわたされ、つるぎにかけられ、捕とらえ行ゆかれ、かすめられ、恥はじをこうむりました。今日こんにちのとおりです。 8ところがいま、われわれの神かみ、主しゅは、しばし恵めぐみを施ほどこして、のがれ残のこるべき者ものをわれわれのうちにおき、その聖所せいじょのうちに確たしかなよりどころを与あたえ、こうしてわれわれの神かみはわれわれの目めを明あきらかにし、われわれをその奴隷どれいのうちにあって、少すこしく生いき返かえらせられました。 9われわれは奴隷どれいの身みでありますが、その奴隷どれいたる時ときにも神かみはわれわれを見捨みすてられず、かえってペルシャ王おうたちの目めの前まえでいつくしみを施ほどこして、われわれを生いき返かえらせ、われわれの神かみの宮みやを建たてさせ、その破壊はかいをつくろわせ、ユダとエルサレムでわれわれに保護ほごを与あたえられました。
    


    
      10われわれの神かみよ、この後のち、何なにを言いうことができましょう。われわれは、あなたの戒いましめを捨すてたからです。 11あなたはかつて、あなたのしもべである預言者よげんしゃたちによって命めいじて仰おおせられました、『おまえたちが行いって獲えようとする地ちは、各地かくちの民たみの汚けがれにより、その憎にくむべきわざによって汚けがれた地ちで、この果はてから、かの果はてまで、その汚けがれに満みちている。 12それでおまえたちの娘むすめを、彼かれらのむすこに与あたえてはならない。彼かれらの娘むすめを、おまえたちのむすこにめとってはならない。また永久えいきゅうに彼かれらの平安へいあんをも福祉ふくしをも求もとめてはならない。そうすればおまえたちは強つよくなり、その地ちの良よき物ものを食たべ、これを永久えいきゅうにおまえたちの子孫しそんに伝つたえて嗣し業ぎょうとさせることができる』と。 13われわれの悪わるい行おこないにより、大おおいなるとがによって、これらすべてのことが、すでにわれわれに臨のぞみましたが、われわれの神かみなるあなたは、われわれの不義ふぎよりも軽かるい罰ばつをくだして、このように残のこりの者ものを与あたえてくださったのを見みながら、 14われわれは再ふたたびあなたの命令めいれいを破やぶって、これらの憎にくむべきわざを行おこなう民たみと縁ふちを結むすんでよいでしょうか。あなたはわれわれを怒いかって、ついに滅ほろぼし尽つくし、残のこる者ものも、のがれる者ものもないようにされるのではないでしょうか。 15ああ、イスラエルの神かみ、主しゅよ、あなたは正ただしくいらせられます。われわれはのがれて残のこること今日こんにちのとおりです。われわれは、とがをもってあなたの前まえにあります。それゆえだれもあなたの前まえに立たつことはできません」。
    

  


  


  
    第十章


    
      1エズラが神かみの宮みやの前まえに泣なき伏ふして祈いのり、かつざんげしていた時とき、男おとこ、女おんなおよび子供こどもの大おおいなる群集ぐんしゅうがイスラエルのうちから彼かれのもとに集あつまってきた。民たみはいたく泣なき悲かなしんだ。 2時ときにエラムの子孫しそんのうちのエヒエルの子こシカニヤが、エズラに告つげて言いった、「われわれは神かみにむかって罪つみを犯おかし、この地ちの民たみから異邦いほうの女おんなをめとりました。しかし、このことについてはイスラエルに、今いまなお望のぞみがあります。 3それでわれわれはわが主しゅの教おしえと、われわれの神かみの命令めいれいにおののく人々ひとびとの教おしえとに従したがって、これらの妻つまならびにその子こ供ともたちを、ことごとく追おい出だすという契約けいやくを、われわれの神かみに立たてましょう。そして律法りっぽうに従したがってこれを行おこないましょう。 4立たちあがってください、この事ことはあなたの仕事しごとです。われわれはあなたを助たすけます。心こころを強つよくしてこれを行おこないなさい」。 5エズラは立たって、おもだった祭司さいし、レビびとおよびすべてのイスラエルびとに、この言葉ことばのように行おこなうことを誓ちかわせたので、彼かれらは誓ちかった。
    


    
      6エズラは神かみの宮みやの前まえから出でて、エリアシブの子こヨハナンのへやにはいったが、そこへ行いっても彼かれはパンも食たべず、水みずも飲のまずに夜よるを過すごした。これは彼かれが、捕囚ほしゅうから帰かえった人々ひとびとのとがを嘆なげいたからである。 7そしてユダおよびエルサレムにあまねく布告ふこくを出だし、捕囚ほしゅうから帰かえったすべての者ものに告つげて、エルサレムに集あつまるべき事ことと、 8つかさおよび長老ちょうろうたちのさとしに従したがって、三日かのうちにこない者ものはだれでもその財産ざいさんはことごとく没収ぼっしゅうされ、その人ひと自身じしんは捕とらわれ人びとの会かいから破門はもんされると言いった。
    


    
      9そこでユダとベニヤミンの人々ひとびとは皆みな三日かのうちにエルサレムに集あつまった。これは九月がつの二十日はつかであった。すべての民たみは神かみの宮みやの前まえの広場ひろばに座ざして、このことのため、また大雨おおあめのために震ふるえおののいていた。 10時ときに祭司さいしエズラは立たって彼かれらに言いった、「あなたがたは罪つみを犯おかし、異邦いほうの女おんなをめとって、イスラエルのとがを増ました。 11それで今いま、あなたがたの先祖せんぞの神かみ、主しゅにざんげして、そのみ旨むねを行おこないなさい。あなたがたはこの地ちの民たみおよび異邦いほうの女おんなと離はなれなさい」。 12すると会衆かいしゅうは皆みな大声おおごえをあげて答こたえた、「あなたの言いわれたとおり、われわれは必かならず行おこないます。 13しかし民たみは多おおく、また大雨おおあめの季節きせつですから、外そとに立たっていることはできません。またこれは一日にちやふつかの仕事しごとではありません。われわれはこの事ことについて大おおいに罪つみを犯おかしたからです。 14それでどうぞ、われわれのつかさたちは全ぜん会衆かいしゅうのために立たってください。われわれの町まちの内うちに、もし異邦いほうの女おんなをめとった者ものがあるならば、みな定さだめの時ときにこさせなさい。またおのおのの町まちの長老ちょうろうおよび裁判人さいばんにんも、それと一緒いっしょにこさせなさい。そうすればこの事ことによるわれわれの神かみの激はげしい怒いかりは、ついにわれわれを離はなれるでしょう」。 15ところがアサヘルの子こヨナタンおよびテクワの子こヤハジアはこれに反対はんたいした。そしてメシュラムおよびレビびとシャベタイは彼かれらを支持しじした。
    


    
      16そこで捕囚ほしゅうから帰かえって来きた人々ひとびとはこのように行いった。すなわち祭司さいしエズラは、氏族しぞくの長ちょうたちをその氏族しぞくにしたがい、おのおのその名なをさして選えらんだ。彼かれらは十月がつの一日にちから座ざしてこの事ことを調しらべ、 17正月しょうがつの一日にちになって、異邦いほうの女おんなをめとった人々ひとびとをことごとく調しらべ終おわった。
    


    
      18祭司さいしの子孫しそんのうちで異邦いほうの女おんなをめとった事ことのあらわれた者ものは、ヨザダクの子こエシュアの子こら、およびその兄弟きょうだいたちのうちではマアセヤ、エリエゼル、ヤリブ、ゲダリヤであった。 19彼かれらはその妻つまを離縁りえんしようという誓ちかいをなし、すでに罪つみを犯おかしたというので、そのとがのために雄羊おひつじ一頭とうをささげた。 20インメルの子こらのうちではハナニおよびゼバデヤ。 21ハリムの子こらのうちではマアセヤ、エリヤ、シマヤ、エヒエル、ウジヤ。 22パシュルの子こらのうちではエリオエナイ、マアセヤ、イシマエル、ネタンエル、ヨザバデ、エラサ。
    


    
      23レビびとのうちではヨザバテ、シメイ、ケラヤ（すなわちケリタ）、ペタヒヤ、ユダ、エリエゼル。 24歌うたうたう者もののうちではエリアシブ。門衛もんえいのうちではシャルム、テレム、ウリ。
    


    
      25イスラエルのうち、パロシの子こらのうちではラミヤ、エジア、マルキヤ、ミヤミン、エレアザル、ハシャビヤ、ベナヤ。 26エラムの子こらのうちではマッタニヤ、ゼカリヤ、エヒエル、アブデ、エレモテ、エリヤ。 27ザットの子こらのうちではエリオエナイ、エリアシブ、マッタニヤ、エレモテ、ザバデ、アジザ。 28ベバイの子こらのうちではヨハナン、ハナニヤ、ザバイ、アテライ。 29バニの子こらのうちではメシュラム、マルク、アダヤ、ヤシュブ、シヤル、エレモテ。 30パハテ・モアブの子こらのうちではアデナ、ケラル、ベナヤ、マアセヤ、マッタニヤ、ベザレル、ビンヌイ、マナセ。 31ハリムの子こらのうちではエリエゼル、イシヤ、マルキヤ、シマヤ、シメオン、 32ベニヤミン、マルク、シマリヤ。 33ハシュムの子こらのうちではマッテナイ、マッタタ、ザバデ、エリパレテ、エレマイ、マナセ、シメイ。 34バニの子こらのうちではマアダイ、アムラム、ウエル、 35ベナヤ、ベデヤ、ケルヒ、 36ワニア、メレモテ、エリアシブ、 37マッタニヤ、マッテナイ、ヤアス。 38ビンヌイの子こらのうちではシメイ、 39シレミヤ、ナタン、アダヤ、 40マクナデバイ、シャシャイ、シャライ、 41アザリエル、シレミヤ、シマリヤ、 42シャルム、アマリヤ、ヨセフ。 43ネボの子こらではエイエル、マッタテヤ、ザバデ、ゼビナ、ヤッダイ、ヨエル、ベナヤ。 44これらの者ものは皆みな異邦いほうの女おんなをめとった者ものである。彼かれらはその女おんなたちをその子こ供ともと共ともに離縁りえんした。
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